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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年7月17日(2014.7.17)

【公開番号】特開2013-97340(P2013-97340A)
【公開日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-025
【出願番号】特願2011-242923(P2011-242923)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/16     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/16    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/74    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月3日(2014.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
使用者が操作するための操作部とを備え、前記光源からの光を用いて画像を投影する画像
投影装置において、
装置本体が設置される置面から見て前記光源の上に前記操作部が配置されており、
流れる空気が前記光源を経由する第１の流路と、
前記光源と前記操作部との間に空気を流すための、前記第１の流路とは異なる第２の流路
とを有することを特徴とする画像投影装置。
【請求項２】
　請求項１の画像投影装置において、
前記装置本体の第１面部に設けられ、前記装置本体内に空気を取り込むための取り込み口
と、
前記第１面部と対向する第２面部に設けられ、前記装置本体内の空気を排気するための排
気口とを備え、
前記設置面に平行な方向から見て、前記取り込み口の少なくとも一部と前記排気口の少な
くとも一部とを、前記光源と前記操作部との間となるように配置し、
前記第２の流路は、前記取り込み口から取り込まれ前記排気口から排気される空気を流す
ための流路であることを特徴とする画像投影装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の画像投影装置において、
前記光源からの光を反射するための凹面鏡を備え、
前記取り込み口から前記排気口に向う空気は、前記凹面鏡の裏面に沿って流れることを特
徴とする画像投影装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の画像投影装置において、
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前記取り込み口と前記排気口と前記凹面鏡とは、同一の直線上に配置されていることを特
徴とする画像投影装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像投影装置において、
前記第１の流路を流れた空気と、前記第２の流路を流れた空気とは、ともに前記排気口か
ら排気されることを特徴とする画像投影装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、光源と、使用者が操作するための操作
部とを備え、前記光源からの光を用いて画像を投影する画像投影装置において、装置本体
が設置される置面から見て前記光源の上に前記操作部が配置されており、流れる空気が前
記光源を経由する第１の流路と、前記光源と前記操作部との間に空気を流すための、前記
第１の流路とは異なる第２の流路とを有することを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、光源により加熱されて装置内を上昇してきた空気や熱気が、前記光源
と前記操作部との間に空気を流すための第２の流路によって、排気口へ向かって流れ、操
作部を加熱することを従来よりもさらに抑制することができる。また、光源からの熱伝導
による熱および光源で加熱されて装置内を上昇してきた空気が、第１の流路とは異なる第
２流路の空気と混ざることで温度が低下する。よって、装置本体が設置される設置面から
見て光源より上方に操作部が配置されていても、操作部の温度上昇を抑制することができ
る。
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